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特集報文：建設マネジメントにおけるDXに関する取組み 

都市公園分野における新技術の導入に向けた動き

山岸 裕・大石智弘
 

1．はじめに1 

 近年、各種公共事業等を効率的・効果的に行う

ために、AIやICT等を活用した新技術の適用が検

討及び実施されている。都市公園分野でも、一部

の公園で既に適用されているもの、他の事業分野

では用いられており適用可能と考えられるもの、

適用・実用化にあたって試行実験が必要なもの、

有用と思われるがその適用について検討されてい

ないものなど様々な段階の新技術が存在すると考

えられるが、こうした新たな動向をとりまとめて

の紹介は行われていない。 

そのため、国土技術政策総合研究所緑化生態研

究室では、これら新技術について、特に都市公園

の効率的・効果的な維持・管理及び運営の推進を

図るため、総括的な調査及びその利用状況や適用

可能性についての検討を令和2年度より実施して

いる。 

本稿では、都市公園の維持・管理及び運営分野

で適用可能と考えられるAIやICT等の新技術につ

いて、文献調査、ヒアリング調査などによる総括

的調査の結果概要を示す。さらに、都市公園分野

において適用可能で推進が期待される複数の新技

術の事例についてその概要を述べる。 

2．都市公園分野における新技術導入に関す

る総括調査 

2.1 事例の収集・整理 
2.1.1 調査方法 
 本調査は、都市公園の特徴を生かした、当該事

業において適用可能と考えられる新技術を対象と

し、主に、公園の維持・管理及び運営の視点を重

視した。なお、新技術については、普及が進んで

いない既存技術及び既存技術の新しい利用方法を

含むものとし、①公園施設管理、②利用者実態把

握、③公園情報の蓄積、提供及び発信（PR）、④

来園者へのサービス提供、⑤その他（①～④に該

──────────────────────── 
The Trend of Introducing New Technologies to City Parks 

当しないもの）の5つの目的で区分した。また、

調査対象分野は、都市公園事業だけではなく、都

市公園以外の公共事業（河川、道路、営繕等）や

民間分野を含むものとした。 

調査項目は、該当技術の概要・特徴、他分野及

び公園分野での利用実績や現時点での適用段階、

導入条件、維持管理方法、導入・運用にあたって

のコストとした。 

対象事例数は、100事例程度とし、新技術の対

象が偏らないように、前述した5つの目的毎に10

事例以上収集することとした。 

調査の方法は、ウエブサイト、学術論文、業界

誌等の文献調査を基本として実施した。また、調

査の対象とする新技術を抽出するために、表-1に

示す国等で実施している新技術に関連する事業や

設置している委員会等において主に扱っている新

技術のキーワードを表-2のとおり整理した。これ

らの調査結果も用いて、文献調査を行った。 

2.1.2 調査結果 
 収集した104事例から、2.1.1で述べた公園の維

持・管理及び運営に資する5つの目的毎に新技術

の活用目的・方法を分類した表を表-3に示す。こ

の結果からも、都市公園の運営維持管理業務の観

点から一定程度活用が期待されることがわかった。 

2.2 都市公園における実証実験 
2.2.1 事例の収集結果 
 近年、都市公園でも新技術の実証実験が行われ

ており、その事例を表-4に示す。これらは、ほと

んどの場合において、公園事業主体又は公園事業

主体を含む組織が実証実験事業者を選定して実施

していた。その他、指定管理者と実証実験事業者

が協力して実施しているケースも見られた。また、

導入の目的や用いている新技術については、特定

の分野に限らず、多様なものであった。 

2.2.2 国営平城宮跡歴史公園パークスマート

チャレンジ 
表-4のうち、国営平城宮跡歴史公園で実施して 



土木技術資料 63-6(2021) 
 
 

 

－ 37 － 

表-1 国等で実施している新技術に関連する事業や設置  
している委員会等 

表-2 表-1で主に扱っている新技術のキーワード注）  

 
いるパークスマートチャレンジの事例について紹

介する。 

（１）概要 

 国営公園を舞台としてAI やIoT などの新技術

を活用し、公園の抱える課題の抜本的な解決や公

園利用者サービスの創出などによる一層の魅力向

上を目指す“パークスマートチャレンジ”に取り

組んでいる。1300年前には日本の首都（の中心）

であり、当時最先端の場所であった「平城宮跡」

において、従来からの文化財・歴史的資産として

の適切な保存を図りつつ、平城宮跡歴史公園の飛

躍的な魅力向上を図るための産官学連携による社

会実験である。 

表-3 新技術の活用目的・方法を元にした分類  

 
（２）運営主体 

スマートシティや新技術、文化財、公園等に関

係する分野の有識者、周辺自治体の関係部局、平

城宮跡歴史公園に関係する各機関、社会実験を実

施する民間事業者からなるコンソーシアム（図-1）

を新たに設置している。 

（３）これまでの取り組み 

 平成31年3月からスタートし、令和元年度には、
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表-4に示す11の内容の社会実験を実施している。

また、令和3年1月にはシンポジウムを開催し、

その内容についてはYouTubeで公開している。 

3．都市公園分野における新技術導入に関す

る詳細調査 
 

3.1 都市公園での適用可能性についての検討及

びケーススタディー 
 2.で収集した個別の新技術の事例のうち表-3に

示す31事例に関し、公園での適用可能性につい

て検討を行った。そのうち、適用可能と判断され、

推進が期待される新技術のうち5事例について、

公園の立地・種別・規模等を勘案し、該

当する新技術の導入・運用にかかるコス

ト、利用者・公園管理者の利便性・有用

性、リスク、課題等について検討を行う

ケーススタディーを実施することとした。

なお、ケーススタディーは、①アプリに

よる公共施設の不具合通報、②ロボット

による自動芝刈り、③携帯電話基地局

データによる利用者実態の把握、④ド

ローンによる現場撮影、⑤QR コードに

よる公園内の外国語対応の5事例で行っ

た。 

表-4 都市公園における新技術導入に関する実証実験の事例

（出典: 国営飛鳥歴史公園事務所 HP１ ））
図-1 平城宮跡歴史公園スマートチャレンジの進め方
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3.2 ケーススタディーで対象とした新技術の概

要 
 以下にこれらのうち、既に実用段階にあり都市

公園分野においても導入検討が期待される2つの

新技術の概要について述べる。 

3.2.1 アプリによる公共施設の不具合通報 
 無料通話アプリを活用し、道路や公園、河川に

関する不具合について地域住民が見つけた困り事

の情報を一つの管理システム上に集約する仕組み

である。本事例は、アプリのほか自治体HPの専

用フォームを利用している事例などがあり、複数

の自治体で導入済である。 

従来までの電話等による対応では、住民からの

公共施設の不具合に関する情報の中には誤報やあ

いまいな事柄も多く、追加の情報収集が必要な場

合があり、通報内容の整理・状況確認・担当の振

分けなど後工程に時間を要し、電話対応にかかる

時間も長く、職員の負担になっている。そのため、

通報システムを導入することで、画像や位置情報

を含んだ情報の入手により、迅速・正確な対応を

可能とし、劣化や損傷を早期に把握し対応するこ

とで、公園利用者の安全性を高めるとともに、公

園管理者の情報再確認や電話対応等の業務負荷を

軽減することが可能となる。 

3.2.2 QR コードによる公園内の多言語対応 
 外国人利用者の満足度向上を目指すために、多

言語対応の環境整備を図る必要がある。 

現状では、公園管理者が常駐していない場合、

公園を訪れた外国人に対して適切な案内ができな

い。また、既設看板の場合、スペースの関係から

外国語を新たに表示することが難しい、又は記載

できる外国語の種類が限られるなどの問題が存在

する。そのため、QR コードを用いて、多国籍の

外国人へ母国語での案内を提供することで、訪日

外国人旅行者等の安全・安心な公園利用を実現し、

利用者満足度を向上させることが可能となる。 

図-2のシステムは、国土交通省近畿地方整備局

で開発され、現在、神戸市で運用を行っている

Smart Guidanceである。道案内的な利用が主と

いうことであるが、施設案内も可能であり、大規

模公園等における導入検討も期待される。 

 

図-2 Smart Guidance全体イメージ２） 

4．おわりに 

今後、公園管理者の現場のニーズや新技術の開

発者側のシーズについて調整を図りながら検討を

進める予定である。あわせて、早期に適用可能で

効果的・効率的な都市公園の維持・管理及び運営

に結び付くものや、有望ではあるが課題解決やマ

ニュアル化が必要なものなどを選定し、試行実験

等も念頭に詳細に調査を実施していく予定である。 
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